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資料１

（未来政策部月舘総合支所）

「おての里きてみ～な」オープン一周年記念イベント（第２弾）を開催

記   者   会   見

日時

場所

令和６年10月30日（水）14時～

伊達市役所東棟　401・402会議室

新型コロナウイルスワクチン等の定期接種が始まっています！ 資料５

（健康福祉部健康推進課）

（総務部人事課）

令和６年度やながわふる里の秋まつりの開催 資料２

（未来政策部梁川総合支所）

北海道松前町との姉妹都市協定締結40周年記念イベントを開催 資料３

（教育部生涯学習課、未来政策部梁川総合支所）

若手職員の育成と活躍推進！ 資料４



１

２ 場所

３ 内　容

・

・

・

４ 参加費

　

５

・オリジナルサコッシュプレゼント（先着100名）

・クラフト商品が当たる抽選会（3,000円以上お買い上げの方）

６

・

おての里きてみ～な（伊達市月舘町糠田字舘山10）

12月８日（日）　９:30～15:00

日　時

記者会見 資料1

令和6年10月30日

　伊達市では、サイクルツーリズムを通して関係人口や交流人口の拡大を図る取り組

みを行っています。

　今回は、「おての里きてみ～な」オープン一周年の記念イベント第２弾として「お

ての里テシゴトバザール」を開催します。

「おての里きてみ～な」
オープン一周年記念イベント（第２弾）を開催

問合せ
未来政策部月舘総合支所

電話　024-572-2111

入場無料

来場特典

その他

「おての里きてみ～な」オープン一周年記念イベント（第１弾）

日時：11月２日（土）　９:00～14:00

内容：伊達市の見どころを巡るサイクリング。中山間地にある「きて

　　　み～な」から、田園風景や新工業団地・高子北の住宅分譲地、

　　　掛田・月舘の市街地などを巡ります。

関連イベント

ハンドメイドクラフト作家による展示販売・ものづくりワークショップ

月舘の素材を使ったスイーツを食べ比べ

小さなお子様でも楽しめる「ランバイク」体験会

「きてみーなCaféスイーツ選手権」（先着70名）

（子ども向け参加賞：お菓子つかみ取り）
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１ 日　時

11月９日（土）９：00～15：00

※オープニングイベントは、８：30から

２ 場　所

みらいホールやながわ・ラブール（伊達市梁川町字町裏29-3）

３ 内　容

・キッチンカー出店

４ 主　催

やながわふる里の秋まつり実行委員会

記者会見 資料2

　梁川の”秋の恒例行事”「やながわふる里の秋まつり」がみらいホール・やながわ

ラブールを会場に開催されます。

　農産物など地場産品の販売や幼稚園児・小学生の作品展、ステージイベントなど皆

さんが楽しめるイベントとなっておりますので、ぜひご来場ください。

問合せ
未来政策部梁川総合支所

電話　024-577-1111

令和６年度やながわふる里の秋まつりの開催

令和6年10月30日

・オープニングセレモニー（テープカット、柳田龍神太鼓演奏）

・祭りちびっこコーナー（ふわふわバルーンほか）

・農産物品評会

・食料品・農産物等の販売即売会

・ステージイベント

・小学生、幼稚園児の作品展示（書道、絵画）

　（梁川中学校吹奏楽部、JA女性部、ひろせ梁川太鼓ほか）
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２

入館料 大人210円　小中高生100円

休館日 火曜日

問合せ
教育部生涯学習課

電話　024-573-5804

令和６年度伊達市歴史文化講演会「つながる松前と伊達の歴史」

【第１部】講演会（13：05～）

　講演１「海峡を越えたヒト・モノ～松前城と城下町の歴史～」

　　　　　佐藤 雄生 氏（松前町教育委員会事務局　学芸員）

　講演２「松前と梁川をつなぐ蝦夷錦」

　　　　　阿部 俊夫　 （伊達市保原歴史文化資料館　学芸員）

【第２部】パネルディスカッション（14：40～）

　パネリスト：松前町長　若佐 智弘　氏、伊達市長　須田 博行

　コーディネーター：飯村 均　氏（元 県文化センター副館長）

内　容

定　員 150名　先着順

日　時 11月10日(日)　13：00～15：30（開場12：00）

場　所 伊達市立梁川小学校　講堂（伊達市梁川町字北本町21-1）

料　金 無料

１

記者会見 資料3

令和6年10月30日

北海道松前町との姉妹都市協定締結40周年記念イベントを開催

　今年は、北海道松前町との姉妹都市協定締結から40周年の年にあたり、市内でも各

種イベントが開催されます。

　イベントを通じ、松前町の歴史や文化に触れるとともに、伊達市との「歴史的な

絆」を再認識してはいかがでしょうか。

電話またはチラシQRコードから（10月2日から申込受付中）

電話申込先：伊達市保原歴史文化資料館　電話024-575-1615

申込方法

主　催 伊達市教育委員会

問合せ
教育部生涯学習課

電話　024-573-5804

令和６年度伊達市保原歴史文化資料館第２回企画展

「姉妹都市協定締結40周年企画展　松前藩と梁川」

期　間 10月12日(土)～令和７年１月27日（月）

時　間 ９：00～17：00（入館は16：30まで）

場　所 伊達市保原歴史文化資料館　展示室２
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姉妹都市締結40周年記念松前マグロまつり３

日　時 11月９日（土）10：00～14：00

場　所 まちの駅やながわ　イベント広場

内　容 ・北海道松前町、伊達市の特産品販売

・マグロの解体ショー、即売会

　（主催：北海道まつまえ観光物産協会）

主　催 ＮＰＯ法人伊達氏のふるさと梁川会

　（蠣崎波響作梁川八景、夷酋列像（いしゅうれつぞう）等の

問合せ
未来政策部梁川総合支所

電話　024-577-1111

・伊達市うまいものまつり（キッチンカー等の出店）

・屋外ステージ（バンド演奏ほか）

・企画展まちの駅ミニギャラリー

　　写真パネル展示ほか）
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１ 施策提案プロジェクトチーム

（１）目的

（２）内容

２

（１）目的

（２）内容

３ 若手係長及び採用10年目職員による市長とのダイアログ

（１）目的

（２）内容

問合せ
総務部人事課

電話　024-575-1104

・テーマ「中山間地域における高齢者の生活環境の維持確保について」

・係長未満の職員で２チームを編成

・４か月間の自主研修後、特別職、部長等に対し発表会を実施する。

・発表会11月13日（水）15：00から市役所本庁舎４階多目的会議室

・市長のまちづくりに対する思いを伝え、若い職員が今感じていること
思っていることを共有する。

・「伊達市の良いところ、自慢できることをどのように伸ばしていくか」
をテーマに市長と意見交換する。
・日程　11月７日（木）から12日（火）

現地から学ぶ政策形成能力育成研修

・伊達市のシンボル的存在である霊山登山を体験することにより市の魅
力、現状、課題などを身近に感じ、意見交換することにより、政策形成能
力を身につける。
・職員同士のコミュニケーションの機会を確保し、コミュニケーション能
力の育成を図る。

・採用２、３年の職員と特別職が一緒に霊山登山を行い、その後意見交換
会を実施する。
・日時　11月５日（火）９：00から

・職員自ら市の現状・課題等を調査し、解決に向けた施策・事業の企画提
案を行うことにより、職員の政策・施策形成能力、コミュニケーション能
力の向上を目指す。
・研修を通し、新たな課題に積極的にチャレンジする職員、魅力ある未来

を創り出す職員の育成を目指す。

記者会見 資料4

令和6年10月30日

若手職員の育成と活躍推進！

　伊達市では、市長と若手職員のダイアログなど各種プログラムを通じて、若手職員

のアイデアや意見を政策立案に取り入れたり、「風通しの良い職場環境」の構築に繋

げています。その取り組みについて紹介します。
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１ 新型コロナワクチン定期接種

（１）対象者

（２）自己負担

（３）接種期間

（４）接種回数

（５）接種方法

※昨年度までの接種と異なり、接種券は不要のため個別の通知は行いません。

２ 高齢者インフルエンザ定期接種

（１）対象者

（２）自己負担

（３）接種期間

（４）接種方法

・65歳以上の人（接種日現在）
・60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器等に障がいがあり、身体障がい者手帳
１級相当の人

・65歳以上の人（接種日現在）
・60歳～64歳で心臓・腎臓・呼吸器等に障がいがあり、身体障がい者手帳
１級相当の人

・2,100円

・令和６年10月１日から令和７年３月31日まで

・１回

・県内の実施医療機関へ直接予約

記者会見 資料5

令和6年10月30日

新型コロナワクチン等の定期接種が始まっています！

　伊達市では、重症化を予防するため新型コロナワクチン等の定期接種を10月１日か
らはじめました。

・1,500円

・令和６年10月１日から令和６年12月28日まで

・県内の実施医療機関へ直接予約

問合せ
電話　024-575-1116

健康福祉部健康推進課
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令和６年度以降の新型コロナワクチンの接種については、重症化予防を目的とし、定期接種と
して実施します。接種を希望する方は、かかりつけの医師や指定医療機関へご相談ください。

対 象 者

自己負担額
(生活保護を受給されている方は、最新の「医療保護決定通知書」または「受
給証明書」を医療機関へご提示いただくと、無料になります。)

60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器またはヒト免疫不全ウイルスによる

免疫の障がいがあり、身体障がい者手帳１級に相当する方も対象となります。
(希望の方は事前に主治医とご相談ください。障がい者手帳を医療機関にお持
ちください。)

接 種 方 法

接 種 回 数

(指定医療機関は市ホームページで確認いただくことができます。市または医
療機関へご確認ください。)

最新の情報は
市ホームページを
ご確認ください。

伊達市 ワクチン接種

必要なもの
(予診票は伊達市・伊達郡・
福島市の指定医療機関に備え
付けてあります。)

接 種 期 間
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令和６年度 

伊達市高齢者インフルエンザ予防接種  
                                                                      

       
 
 
 
 
 
 
 

 
◇接 種 期 間  令和６年１０月１日(火)～令和６年１２月２８日(土) 

◇対 象 者   

●満６５歳以上の方（接種日現在） 

●６０歳以上６５歳未満で心臓・腎臓・呼吸器またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫 

の障がいがあり、身体障がい者手帳１級に相当する方。 （希望の方は事前に主治医と 

ご相談ください。障がい者手帳を医療機関にお持ちください。） 

※上記の該当者でありご本人が接種を希望する場合にのみ接種を行うことができます。 

◇自己負担額  １，５００円（生活保護を受給されている方は、最新の「医療保護決定通知書」 

又は、「受給証明書」を医療機関へご提示いただくと、無料になります。） 
※１人につき１回のみ助成します。 

 

◇接 種 方 法  医療機関へ直接予約をして接種してください。 

◇必要なもの  健康保険証・予診票  

（予診票は伊達市・伊達郡内・福島市の指定医療機関に備え付けてあります。） 

※予診票は接種する方が責任をもって記入し、指定医療機関へ提出してください。 

◇指定医療機関 福島県内の指定医療機関(詳しくは市または医療機関にお問い合わせください。) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆予防接種を受けた後の一般的注意事項 
１．予防接種を受けた後 30 分間は、急な副反応が起こることがあります。医師とすぐに連絡をとれるようにし

ておきましょう。接種後は体調の変化に注意して過ごしましょう。 

２．入浴は差し支えありませんが注射した部位を強くこすることはやめましょう。 

３．接種当日は、普段どおりの生活をしても構いませんが、激しい運動や大量の飲酒は避けましょう。 
 

◆副反応について 

インフルエンザ予防接種の副反応（接種部位の痛みやはれ、発熱、頭痛、寒気、だるさ等）の多くは、通常

2～3日で消失します。まれに重い副反応の報告がありますので、気になる症状がある場合は医師に相談して

ください。重い副反応により健康被害が生じた場合、『予防接種健康被害救済制度』があります。詳しくは

下記問合せ先にご相談ください。 

   ＜問合せ先＞ 伊達市 健康福祉部健康推進課健康管理係 ☎024-575-1116 

インフルエンザは、かぜとは異なり、38℃以上の急な発熱やせき、のどの痛み、全身の倦怠感

や関節の痛みなどの全身症状が強く現れます。肺炎を伴うなど重症化することがあり、予防が大

切です。 

予防接種により、インフルエンザの発病を予防することや、発病しても重症化や死亡を予防す

る効果があるとされています。予防接種を希望する方は、かかりつけの医師とご相談ください。 

◆予防接種を受けることができない人 
□明らかに発熱している人    □重篤な急性疾患にかかっている人 

□過去にインフルエンザ予防接種を受けて、アナフィラキシーをおこしたことがある人 

□インフルエンザの予防接種後、２日以内に発熱及び全身性発疹等のアレルギーを疑う症状がみられた人 

□その他、医師に不適当な状態と判断された人 

◆予防接種を受ける際に、医師とよく相談しなければならない人 
□心臓病・腎臓病・肝臓病や血液、その他慢性の病気で治療を受けている人 

□過去にけいれんの既往がある人 □間質性肺炎、気管支喘息等の呼吸器疾患がある人 

□過去に免疫不全の診断を受けた人、近親者に先天性免疫不全症の方がいる人 

□接種液の成分又は鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のものでアレルギーを起こす恐れのある人 

-14-


